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本日の流れ

1. PISA 2022 Mathematics Framework

新たな変更点，問題例

2. PISA 2022 質問紙調査

3. Education2030数学ラーニング・コンパス

4. 日本の数学教育の検討課題
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数学的リテラシー

数学的に推論し、現実世界の様々な文脈の中で問題を解決

するために数学を定式化し、活用し、解釈する個人の能力の

ことである。それは、事象を記述、説明、予測するために数

学的な概念、手順、事実、ツールを使うことを含む。

この能力は、現実社会において数学が果たす役割に精通し、

建設的で積極的かつ思慮深い21世紀の市民に求められる、十

分な根拠に基づく判断や意思決定をする助けとなるものであ

る。
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国立教育政策研究所（2024）．生きるための知識と技能８ OECD生徒の学習到達度調査（PISA）2022年調査国際結果報告書．明石書店
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「数学的推論」

•自分の解答や解決策を支持し説明するために論理
（arguments）を組み立て，証拠を提供する能力であり，どの
ような戦略に従うべきかの決定を含め，自分自身の思考プロセ
スに対する認識を発展させる能力でもある。

•演繹的推論と帰納的推論がある。

•三つの数学的プロセスの根底にあるもので，問題解決のプロセ
ス全体を通して行う必要がある。

定式化（Formulate）
活用（Employ)
解釈（Interpret & evaluate）
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https://www.oecd.org/en/about/programmes/pisa/pisa-test.html

©K.Nishimura



PISA2022において，各「内容知識」で
特に重視するトピック

• 量：computer simulations 

• 不確実性とデータ：conditional decision making

• 変化と関係：growth phenomena 

• 空間と形：geometric approximation
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• ある月々の預金額と金利で、希望する貯蓄総
額を達成するために必要な貯蓄期間（月数）

• 与えられた期間と金利で、希望する総貯蓄額
を達成するために必要な月々の預金額

• 月々の預金額、金利、貯蓄期間がわかってい
る場合に積み立てられる貯蓄総額
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必要総額 可能月額 必要時期

• ある月々の預金額と金利で、希望する貯蓄総
額を達成するために必要な貯蓄期間（月数）

• 与えられた期間と金利で、希望する総貯蓄額
を達成するために必要な月々の預金額

• 月々の預金額、金利、貯蓄期間がわかってい
る場合に積み立てられる貯蓄総額

©K.Nishimura



「無利息で月額を2倍にすると，期間は半
分になることに気づいた。でも，利息を得
て毎月の預金を2倍にすると，貯蓄期間は
半分にはならない。」

貯蓄総額が一定で，月額が決まっている場合、
利率が上がれば，貯蓄期間は
○月額が小さいときほど短くなる
○月額が大きいときほど短くなる
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ここでの使用するタイルの選び方のルールについての正誤判定
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•コンピュータ，人間，またはその両者の組み合わせによって実
行可能な形に，問題を定式化し、その解決策をデザインするこ
とに伴う思考プロセス

•長期的な数学的リテラシーの発達に，相乗的・相互補完的に関
係する．
• メディアや新しい表現ツールを通じて，新しい方法で考えを表現し，
（抽象的な）概念とも相互作用することを可能にする

• モデル化とシミュレーション

• システム思考 など

Computational thinking
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本日の流れ

1. PISA 2022 Mathematics Framework

新たな変更点，問題例

2. PISA 2022 質問紙調査

3. Education2030数学ラーニング・コンパス

4. 日本の数学教育の検討課題
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推論と21世紀的な課題

学校で，次のような数学的な活動をどのくらいやりましたか。
次のような数学の問題を解くことにどのくらい自信がありますか。
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授業における認知の活性化：数学的思考力の育成
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目 次

1. Education2030：共有ビジョン

2. 急速に変化する世界における新しい解決策の必要性

3. より広範な教育目標の必要性：個人と集団のウェルビーイング

4. 見通し-行動-振り返り（AAR）サイクル

5. エコシステムの変革に向けた設計原理

6. 次のステップ
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学校外での学び

教科横断的な学び

エコシステムの変革に向けた設計原理

教科内での
学び
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教科内のコンテンツの設計原理

1. 焦点

2. 厳密さ

3. 一貫性

学年ごとに少ないトピックを導入し、深さと関
連性を確保する。過負荷になることなく、重要
な内容を確実にカバーする。

挑戦的で、深い思考と振り返りを可能にするよ
うなトピックを含める。子どもたちが新しい
様々な状況で知識を活用し、技能を応用する能
力を伸ばすことができるよう、慎重に、証拠に
基づいて選択されなければならない。
数学では、今日の世界ではもはや必要とされて
いない、あるいは適切でないかもしれない特定
の内容を含めてしまいがちである。

カリキュラムオーバーロード
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○Big ideas

これらを繰り返し学ぶ機会を設けることを一つの軸にする
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教科内の内容の設計原理

1. 焦点

2. 厳密さ

3. 一貫性
硬直した直線的な進行のことではなく、段階的
な発達に対応できるよう順序立てた進行のこと
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OECD(2020).Curriculum (re)design. A series of thematic reports from the OECD Education 2030 project OVERVIEW BROCHURE.

学び方や思考の多様性に応じる
数学はこのように学ぶものである。

数学はこのように理解していくものである。
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教科横断的な内容の設計原理

1. 転移可能性

2. 教科横断性

3. 選択性

STEM／STEAM

Mは教科横断的なテーマをどのように深めるかを考える際の基盤

学校の枠を越えた設計原理

1. 真正性

2. 柔軟性

3. 整合性

教育方法と評価

社会や子どもたちからの要求の変化を反映して教育や
学習プログラムを更新したり整合させたりできる

自らの学習を，現実世界に結びつけたり、自らの学習に対する目的
を理解したりできる必要がある。数学の場合は、学問分野に基づく
知識の習得に加え、学校外での学際的で協働的な経験が必要となる。
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日本の数学教育の検討課題

ここの数学的リテラシーの状況は？

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/genjyo/021203.htm
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習熟度レベル別（経年）

日本の15歳児 108万人 レベル1以下 13万人
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高等学校卒業者の学科別進路状況（令和4年3月卒）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/genjyo/021203.htm

https://www.nistep.go.jp/sti_indicator/2020/RM295_32.html

大学（学部）入学者数
学科別の入学者数の推移

非理工系進学希望者の
数学的思考力は？

カリキュラム・オーバーロード？
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学習指導
要領

科目編成

S35
数学Ⅰ（必修）

数学ⅡA／数学ⅡB
数学Ⅲ，応用数学

S45
数学Ⅰ／数学一般（選択必修）

数学ⅡA／数学ⅡB
数学Ⅲ，応用数学

S53
数学Ⅰ（必修）

数学Ⅱ／代数・幾何，基礎解析
微分・積分，確率・統計

H1 数学Ⅰ（必修），数学Ⅱ，数学Ⅲ
数学A，数学B，数学C

コアオプション

（1）数と式
（2）平面幾何
（3）数列
（4）計算とコンピュータ

（1）ベクトル
（2）複素数と複素数平面
（3）確率分布
（4）算法とコンピュータ

（1）行列と線形計算
（2）いろいろな曲線
（3）数値計算
（4）統計処理

数
学
Ａ

数
学
Ｂ

数
学
Ｃ
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学習指導
要領 科 目 編 成

H11
数学Ⅰ／数学基礎（選択必修）

数学Ⅱ，数学Ⅲ
数学A，数学B，数学C

H21 数学Ⅰ（必修），数学Ⅱ，数学Ⅲ
数学A，数学B，数学活用

H30 数学Ⅰ（必修），数学Ⅱ，数学Ⅲ
数学A，数学B，数学C

（1）図形の性質
（2）場合の数と確率
（3）数学と人間の活動

（1）数列
（2）統計的な推測
（3）数学と社会生活

（1）ベクトル
（2）平面上の曲線と複素数平面
（3）数学的な表現の工夫

数
学
Ａ

数
学
Ｂ

数
学
Ｃ

課題学習

生徒による選択が実現しない
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情報Ⅰ

(1)情報社会の問題解決

(2)コミュニケーションと情報デザイン

(3)コンピュータとプログラミング

(4)情報通信ネットワークとデータの活用
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情報Ⅱ

(1)情報社会の進展と情報技術

(2)コミュニケーションとコンテンツ

(3)情報とデータサイエンス

(4)情報システムとプログラミング

(5)情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究
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• 理数探究基礎・理数探究
SSHの成果の拡大

“数学”の探究の実践は？
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